
令和４年度 指定管理業務 実績評価シート

作成年月日 令和5年6月26日

部課名 都市整備部公園緑地課

施設の設置目的

１　事業計画の実施状況

２　自主事業の実施状況

３　市民サービス向上のための取組状況

指定管理者名 一般財団法人　弘前市みどりの協会

施設名 弘前市緑の相談所等

　緑化の拠点施設として、市民の緑化意識高揚に寄与する弘前市緑の相談
所、三の丸庭園や植物の見本園を配置して市民に憩いの場を提供し、地域の
緑化推進を図る弘前城植物園、貴重な文化遺産の適正な保全の意識醸成を図
る弘前城（本丸・北の郭）、弘前城に関する総合的な展示・ガイダンスを行う弘
前城情報館、そして、文化的財産と庭園が醸し出す潤いのある都市空間を創出
し、市民に憩いの場として地域の福祉増進を図るために弘前市藤田記念庭園
を設置したもの。

所在地 弘前市大字下白銀町１番地１、上白銀町８番地１

指定期間 平成31年4月1日から令和6年3月31日まで

　管理コストの削減に努めながら、事業計画に則り、利用者の満足度向上を図る等、適正な施設の管理
運営を実施していた。また、消毒液の設置やソーシャルディスタンス等の新型コロナウイルス感染拡大
防止対策を徹底し、安全安心を重視した施設管理を行っていた。

　　自主事業については、コロナ禍で中断した期間があったが、販売事業として、緑化普及の一環として花苗を安
価販売し、飲食販売として、地元食材を使用したメニューの他、利用者に満足していただくためのメニューを低価格
で提供していた。また、土産販売として、津軽の民芸品や城郭関連商品、オリジナル商品の販売をしていた。
　イベントとして、緑化意識向上を目的とした植物や古木名木に関するガイド、季節の花を使った寄せ植え体験を
行った他、園児を対象とした植栽管理体験や工作教室を各施設で行い、好評を得ていた。また、弘前城植物園、
藤田記念庭園では植栽管理ボランティア「みどりフレンズ」を実施し、市民や企業から参加があり好評を得ていた。
　
　○弘前市緑の相談所
　・樹木医と巡る古木・名木ツアー……６月、９月に各１回開催。参加者２１名
　○弘前城植物園
　・園内散策ガイド……７月から９月まで４回開催。参加者８２名
　・初心者寄せ植え体験……７月、９月に各１回開催。参加者２４名
　・写生大会……１０月２８日から１１月６日まで。参加者小学生１１９名、中学生６１名
　○藤田記念庭園
　　・秋の名月会……９月１０日、１１日に開催。参加者３６９人
　○弘前城植物園・弘前城・藤田記念庭園
　　・行ってみよう！弘前公園……６月から１１月まで１１回開催。参加者１９９名
　自主事業を実施することにより、施設の魅力向上が継続的に図られていた。

・ｉＰａｄを活用し、旬な情報を提供する観光案内や最新情報をホームページに掲載し、情報発信に努め
ていた。
・広報ひろさき、当協会情報誌、ＳＮＳ、ラジオ局を活用し、イベントや花情報等の情報発信をしていた。
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４　市民ニーズの把握の実施状況

５　施設の利用状況（利用者数、稼働率など）

６　指定管理業務の収支状況

７　実地調査の結果

８　成果指標の達成度

　開園期間中に、施設利用者のニーズ把握のためのアンケート調査を実施し、合計４１９件の回答が
あった。
○弘前市緑の相談所　・・・　２６０件の回答
○弘前城植物園　　　　・・・　　２６件の回答
○弘前城　　　　　　　 　・・・　　１０件の回答
○弘前城情報館　　　　・・・　　９１件の回答
〇藤田記念庭園　　　　・・・　　３２件の回答
　要望等について、速やかな対応を行うとともに、施設の改修等を伴うものについては、市と協議のもと
に進められた。

　年間入園者数は、大半の施設で前年度比増となった。
○弘前市緑の相談所
　施設来館者数は、２５，６３８人（前年度対比４５．０％増：令和３年度　１７，６８３人）
○弘前城植物園
　施設入園者数は、８１，４７４人（前年度対比３．７％減：令和３年度　８４，６０７人）
　市内職業訓練施設と連携したインターンシップの受け入れや植物管理ボランティアの実施、子供向け
の工作や歴史ガイド等、学習機会の場を提供する事業を行っている。
○弘前城
　施設入園者数は、２３６，５７７人（前年度対比８１．７％増：令和３年度　１３０，２１８人）
〇弘前城情報館
　施設入館者数は、５９，４３８人（前年度対比１１１．７％増：令和３年度　２８，０７７人）
○藤田記念庭園
　施設入園者数は、４９，８９２人（前年度対比５１．１％増：令和３年度　３３，０２７人）

　常にコスト削減を考慮し、計画的で安定した予算執行に努めており、適正に行われている。

　第１回実地調査　……　令和４年１０月２１日に実施。内容は、管理運営全般。
　第２回実地調査　……　令和５年３月７日に実施。内容は、管理運営全般。

　管理内容を理解しており、利用者からの連絡に迅速に対応し良好な管理運営が行われていた。

【緑の相談所】
（来館者数実績）　　　　（目標件数）　　　　　　　　　　　　　（達成度）
　　２５，６３８人　　÷　　４１，０００　　×　　１００　　＝　　　６２．５３％
【弘前城植物園】
（入園者数実績）　　　　（目標人数）　　　　　　　　　　　　　 （達成度）
　　８１，４７４人　　÷　　８１，０００　　×　　１００　　＝　　　１００．５８％
【弘前城】
（入園者数実績）　　　　（目標人数）　　　　　　　　　　　　　 （達成度）
　　２３６，５６６人　　÷　３２１，０００　　×　　１００　　＝　　　７３．６９％
【藤田記念庭園】※下記入館者数は、冬季開館の入館者数は含まない。
（入館者数実績）　　　　（目標人数）　　　　　　　　　　　　　 （達成度）
　　４９，８９２人　　÷　　３２，０００　　×　　１００　　＝　　　１５５．９１％
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９　評価

　(1) 指定管理者の自己評価

評価区分 評価 評　価　の　説　明 今後の課題と対応

施設の運営 Ａ

　職員の配置、施設の平等な利用確保を
確実に遂行した。スキルアップ研修の実
施、また、開館時間及び休館日等は、まつ
りや曜日を考慮し入園者の便宜を図るよう
対応した。

　ニーズを取り上げ、新たな
利用者の集客に努め、利用
者の満足度を高める魅力あ
る施設運営を心がける。
　イベント開催及び情報発信
を積極的に行い、一層の集
客を図る。

施設の管理 Ａ

　日常で発生した軽微な破損は当協会で
対応し、緊急の場合は速やかに弘前市へ
報告し対応した。その他不具合等の報告
は年度中１回弘前市へ報告した。

　設備等の不具合等、利用
者目線に立ち、より安全で利
用しやすい施設管理を今後
も継続する。

経理の状況 Ａ
　法に定められた会計基準に準拠し、ま
た、顧問公認会計士の指導のもと、適切
な経理処理を行っている。

　今後も経費の削減に努め、
効果的に予算を執行し、誠
実に経理処理を行う。

団体の財務状況 Ｂ
　自己資本比率、流動比率、固定比率、総
資本経常利益率、いずれも健全な財務状
況である。

　現在の財務状況は良好で
あることから、今後も安定的
な財務基盤が保てるよう努
める。

　(2) 市の指定管理者に対する評価

評価区分 評価 評　価　の　説　明 今後の課題と対応

施設の運営 B

　利用者数は大半の施設で増加した
が、一部施設で目標達成に至らなかっ
た。
　施設の設置目的達成のため、職員
の教育・配置、公平性の確保、自主事
業の実施及び簡易翻訳機の活用や開
館時間等延長で入園者の便宜を図っ
ていた。

　今後も利用者の満足度
を高める運営を継続して
いただく。

施設の管理 Ａ

　利用者目線に立ち利用者の安全を
第一に考えた施設管理が行われてお
り、個人情報等を適切に管理してい
た。

　今後も利用者目線に立
ち、より安全で利用しやす
い施設管理を継続してい
ただく。

経理の状況 Ａ
　帳簿等の整理・保管、経理の区分、
収支状況及び経費の削減に努め、適
切な処理がされていた。

今後も適正な経理に努め
ていただく。

団体の財務状況 B
　安定的な施設の管理が可能な経理
基盤であった。

今後も安定した財務状況
を維持していただく。
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【評価の視点】

評価区分

施設の運営

施設の管理

経理の状況

団体の財務状況

【評価の基準】

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

※「団体の財務状況」の評価基準


Ｂ

Ｃ

Ｄ

法令等の遵守、使用許可、市の指定事業、付随業務、自主事業、公平性、
職員配置・研修、開館時間・休館日、職員の接遇、利用者ニーズの把握・反
映、事業計画の実施状況、業務報告など

評　価　の　視　点

協定書等の内容に対して不履行があるものや、改善がなされていないもの
があるもの

 問題がない

今後に注意を要する

早急な改善を要する

利用者の安全対策、施設・設備の維持管理、個人情報の管理、文書等の管
理、備品等の管理、緊急時対策、災害対策など

帳票等の整備、経理の区分、収支状況、経費の削減、帳簿等の保管状況な
ど

安定的な施設の管理が可能な経理的基盤を有しているか

協定書・基準書等の内容を超える管理運営が行われたと判断できるもの
　（適正な管理運営に加えて、更なる取組みや成果があると評価できるもの）

協定書・基準書等の内容を概ね適正に実施していると判断できるもの
　（軽微な改善点はあったが、速やかに改善されているもの）

協定書等の内容に対して改善点はあったが、適切な改善策が講じられてい
るもの
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